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平
成
二
十
一
年
度

　
　
　

日
立
地
区
安
全
衛
生
大
会
を
開
催

六
月
五
日
（
金
）、
日
立
労
働
会
館
に
お

い
て
、
各
企
業
の
安
全
衛
生
管
理
責
任
者

及
び
担
当
者
二
百
四
十
四
名
が
参
加
さ
れ
、

平
成
二
十
一
年
度
日
立
地
区
安
全
衛
生
大

会
が
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
の
ご
後
援

に
よ
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
冒
頭
に
日
立
労
働
基
準
協
会

長
に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
別
掲
の
安

全
衛
生
優
良
事
業
場
賞
四
社
と
功
績
賞
一

名
が
表
彰
さ
れ
、
保
科
副
会
長
と
菊
地
署

長
よ
り
、
祝
辞
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
「
全
国
安
全
週
間
実
施
要
綱
」

等
に
つ
い
て
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
の

小
室
次
長
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
（
元
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主
幹
の
吉
村
秀
實
氏
よ
り
、

「
21
世
紀
の
安
全
を
考
え
る
～
事
故
や
災
害

に
学
ぶ
危
機
管
理
～
」
と
題
し
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉
村
氏
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

記
者
時
代
か
ら
数
多
く
の
事
故
や
災
害
現

場
を
取
材
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
多
く
の

事
例
を
示
し
な
が
ら
企
業
の
危
機
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
安
全
に
つ
い
て
『
そ
も
そ
も
「
安

全
」
は
存
在
し
な
い
。
常
に
存
在
す
る
の

は
「
危
険
」
で
あ
る
。
危
険
を
如
何
に
的

確
に
予
測
し
、
確
実
に
防
止
す
る
か
が
安

全
で
あ
る
。』
と
言
う
言
葉
で
締
め
括
り
ま

し
た
。

参
加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
聴
講
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た

表彰式

平
成
二
十
一
年
度

　

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
定
着
さ
せ
よ
う
「
安
全
文
化
」

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険
』

受
賞
者
紹
介

一
、
安
全
衛
生
優
良
事
業
場
賞　

　

・
㈱
佐
々
木
製
作
所
（
北
茨
城
市
）

　

・
㈱
中
村
自
工
深
川
製
作
所
（
高
萩
市
）

　

・
㈲
間
宮
プ
レ
ス
（
日
立
市
）

　

・
日
立
精
錬
㈱
（
日
立
市
）

二
、
功
績
賞

　

・
菊
地　

肇 

氏

　
　
　

日
立
化
成
工
業
㈱
山
崎
事
業
所

特別講演　吉村　秀實 氏

（�）平成 2�年 7月 3�日


